


オススメ難しいですが、MCU作品の中で1番好きです。キャラクター全員が愛
らしく、皆に居場所と優しさを与えてくれる最高の完結作。虐待、偏見、差別
など隠な部分を描きながらも、見た目も人種も全然違うけど、楽しく笑って過ご
そうぜ！みたいな明るさや家族のような暖かさ、友情を感じることができて、とて
も爽快な気分になれる映画です。音楽も宇宙の映像も最高です。（な）

『ガーディアンズ・オブ・ギャラクシー:VOLUME3』
（2023年／監督：ジェームズ・ガン）

好きな作品は『ニュー・シネマ・パラダイス』、『きっと、うまくいく』なのですが、言
及するまでもないでしょう。ここでは『恋する輪廻オーム・シャンティ・オーム』をおス
スメします。インド映画の９つの情感（恋情、憤激、勇武、憎悪、滑稽、悲愴、
奇異、驚愕、平安）全てが含まれる素晴らしいエンタメ作品ですが、一番のお
ススメポイントは、主演のディーピカー・パードゥコーンです。当時インドの美の底
力に言葉を失いました（笑）（hiraism）

『恋する輪廻オーム・シャンティ・オーム』
（2013年／監督：ファラー・カーン）

『夜明けのすべて』（2024年／監督：三宅唱）

2月に公開された『夜明けのすべて』があまりに素晴らしく、一気に「いちばん好
きな映画」になってしまった。映画はときに‟きれいごと“をみせてくれるだけでも十
分だとも思うけれど、本作には人々の‟生きづらさ”と、‟それでも生きていくことの
尊さ“が、映画にしかできない表現で描かれている。映画に魅了されて約20年
ほど、いろいろな作品を観てきたのは、すべてこの作品に出会うためだったのかも
しれないなぁと、わりと本気で思っている。（ながせ）

特別上映会レポート

2023年11月、第33回となる映画祭TAMA CINEMA FORUMが閉
幕いたしました。本年度も、多摩市のみなさまや、映画祭支援会員のみ
なさまに支えられ、全29プログラムを盛況のうちに終えることができました。
豪華ゲストが登壇した映画賞授賞式や、新たな才能の風を感じられる

TAMA NEW WAVE舞台挨拶、実行委員のアイデアがつまったプログラ
ムのゲストトークなど、第33回映画祭コンテンツが、映画祭公式
YouTubeにてご覧いただけます。実行委員が映画祭裏話を語るポッド
キャストも配信中です。ぜひ動画やポッドキャストを楽しみながら、来年の
映画祭を期待してお待ちください♪

～今年も無事閉幕～

2024年2/17[土]
ベルブホール 『すべての夜を思いだす』

清原惟監督、五来恒子氏、中澤日菜子氏、南波克行氏、横溝惇氏
ゲスト
トーク

本作は、ほぼ多摩市でロケされた作品ということで
配給などの協力により、特別上映会としては異例
の劇場未公開作品の先行上映を実現できました。
作品上映だけでなく多摩から盛り上げを図るため、
立体的な企画を実施。たまロケ様や多摩市中央
図書館様、商店街様、地元メディア様などの協力
を得て私たちの取材情報も盛り込んで、実行委員
の思い出を記載したロケ地MAPやロケ風景や過去
のロケ地を組み合わせた展示パネルを作成しました。
トークでは清原監督と多摩市縁の多彩なゲスト
に参加いただき、本作の魅力を浮き彫りにしていた
だきました。プログラム全体としてお客さまからご好
評をいただきとてもうれしく思います。ありがとうござい
ました。（LS）

第33回映画祭 TAMA CINEMA FORUM
2023年11/11[土]－11/26[日]

YouTube「映画祭 TAMA CINEMA 
FORUM : 公式チャンネル」

ﾎﾟｯﾄﾞｷｬｽﾄ「TAMAには映画の話でも。」
（Amazon Music、Apple Music、Spotifyで配信中）
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